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 図4.(γ,P。)反応断面積から導出した(γ,P)deducedと(γ・P)反応断面積との比・データの
 条件は図6と同じ。
 図5.(γ,P。)反応断面概(γ,PP)反応断面積との比・データの条件1姻6参照・
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 論文審査の結果の要旨
 ガンマ線のエネルギーで双極子巨大共鳴からパイ中間子発生しきい値までの光吸収断面積が
 最小になる領域(50≦E≦150MeV)を中間エネルギー領域と呼ぶ。本論文は以上の領域にお
 ける光核反応を標識光子の単色ガンマ線を用いて研究し,残留核を基底状態に残す(γ,p。),(γ,
 n。)反応から高いミッシング・エネルギーの(γ,p),(γ,11)反応および(γ,p11),(γ,pp)の
 2核子放出過程について研究した。
 この領域の反応理論としては,核内の高運動量状態による1核子吸収と,2核子対による2
 核子吸収のメカニズムが提案され議論されてきたがまだその優劣はついていない。後者は特に
 準重陽子模型として知られている。
 本研究は標的核9Be,10Bについて行われた。先づ測定された(γ,p。),(γ,n。)反応の特長は
 その反応断面積が両者の間でほぼ等しいことである。単純な1核子吸収では11。放出の過程は
 p。放出よりも約1桁小さい。この説明は中間子交換電流効果の導入や修正された準重陽子模型
 により試みられた。高いミッシングエネルギーの(γ,p),(γ,n)反応は準重陽子模型の2核子
 吸収によってのみ説明が可能であった。
 2核子吸収のメカニズムを更に明らかにするために本研究においては(γ,P11),(γ,pp)反応
 について研究した。測定された1。B(γ,pll)反応の角度相関はd(γ,pn)反応の陽子・中性子の
 開き角(～170。)を中心にピークを形成している。これは(γ,pll)反応が核内のpn対によるガ
 ンマ線吸収に起因していることを示している。ビーム幅(FWHM二82±10。)は2核子対の重心
 運動で理解できる。
 次に(γ,p)断面積に対する(γ,pll),(γ,pp)断面積の寄与について評価することを試みた。
 その結果9Be,1。B(γ,p)反応断面積に対し,(γ,pn)反応の寄与は約40%,(γ,pp)反応は約
 10%程度を占めている。そこで終状態相互作用による補正を行うと(γ,pn)断面積から求めた
 (γ,p)断面積は測定された(γ,p)断面積の80～100%になることが示された。従って高いミッ
 シング・エネルギー領域の事象の大部分はpn対によるガンマ線吸収に起因することか確かめ
 られた。(γ,pp)事象は終状態相互作用によって生成されたと考えることができる。
 本論文は中間エネルギー領域の高いミッシング・エネルギーのガンマ線吸収は2核子相関の
 メカニズムによって起こることを初めて明らかにしたもので,このような相関の存在はこれか
 らの原子核研究の方向を示唆するものである。
 本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを手し
 ている。よって須田利美提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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